
台湾本島に漂着した豚の死体から
アフリカ豚熱(ASF)が検出されました！

自分の農場を守るため飼養衛生管理基準遵守等の再徹底を！
＜発生予防対策の重要ポイント（抜粋）＞
（ア）人・物・車両によるウイルスの持込み防止
・衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
・衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
・人や物の出入りの記録
・飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、あらかじめ摂氏９0度・６0
分間以上の加熱処理を徹底

（イ）野生動物対策
飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排せつ物等の混入防止
豚舎周囲の清掃、整理・整頓
死亡家畜の処理までの間、野生動物に荒らされないよう適切に保管

令和３年４月９日

（参考）アジアにおけるアフリカ豚熱の発生状況

2019.2.6 モンゴル

2019.5.23 北朝鮮

2019.7.8 カンボジア

2019.9.9 東ティモール

2019.9.10 ベトナム

2019.9.29 ラオス

2020.4.23 インド

2020.12.21 フィリピン

2020.7.20 インドネシア

2020.10.11 韓国

2020.11.4 ミャンマー

2021.2.2 香港

2021.2.11 マレーシア

2021.2.15 韓国

2021.3.9 中国

2019年からアジア各国でも発生が継続しています。

4月4日台湾北部新北市の海岸付近の海上で発見

台湾はASF非発生地域です。（2021年4月7日現在）

これまでに投棄や漂着、漁船から押収した豚肉や豚の死骸
204件のうち、15件がASF陽性となる事例がありました。

今回、台湾本島に漂着した豚の死体で初めてASF陽性となり

ました。

地図データ：外務省

東濃家畜保健衛生所 TEL:0573-26-1111（内395,392） FAX:0573-26-7669

平日の時間外（午前8時30分～午後5時15分以外）及び休日に
連絡の必要な場合は、警備室0573-26-1114に電話し、

「家畜保健衛生所に緊急に連絡が必要」と伝えると、
警備員が家畜保健衛生所職員におつなぎします。

家畜衛生情報

いつもと様子が違う時は、早期の通報をお願いします。


